
図８：タックベルトのメジャーを使用し、
マストのボトムからダウンホールプーリー
中央ボトムまでの長さを図ります。

図９：第1－第2バテン間の斜めに入った

シワが消えるか、減少するようにダウン
テンションをかけます。

図１０：バテンポケット両サイドにできた

縦ジワが消える程度にバテンテンションを
かけます。

４】Ezzy RDM mast 以外のマストでセット
　　するときのダウンホールテンション

手順 １:

タックストラップに装備されたメジャーで、マスト
のボトムからプーリー中央のボトムまでを指定され
たＳＰＥＣ通りに合わせ、正確なラフ長を決定しま
す。（図８）

 
 

手順 ２:

a)ダウンホールのテンションをかける前、第1－第2
バテン間のTri-Liteクロス上のリーチスタビライザー
の先方に斜めのシワが入っているのが確認できるで
しょう。（図９）

 
 
 
 b) これらのシワがちょうど消えるか、減少するとこ
ろまでダウンホールのテンションをかけます。

追加インフォメーション：

- ダウンテンションをかけ過ぎないでください。
アンダーセッティングとオーバーセッティング
のダウンホールテンションの引きシロの違いの
間隔はわずか1.0ｃｍです。

- もしオーバーセイルだと感じたら、アウトホ
ールテンションをもっと強くかけてください。

- 適正にアウトホールのテンションがかけられ
ているとき、ヘッド部を除いては、ほんの少し
だけリーチがルースになるだけです。  

 
- Ezzyブランドマスト以外でのマスト使用においては、
Panther Eliteの持つ本来のパフォーマンス性能が
発揮させることを保証することはできません。  

5】バテンテンション：

ジョイントパッド内側に収納されているテンショナ
ーキーで、バテンポケットの両側にできた縦ジワが
消える程度にバテンテンションをかけてください。
（図１０）
注意：バテンテンションは、スリランカ工場から出
荷される前のセッティング時に適正にかけられてお
り、ほとんどの場合、初めのうちはバテンテンショ
ンをかける必要はないでしょう。テンションをかけ
る場合、テンションのかけ過ぎにはご注意ください。
バテンテンションのかけ過ぎは、バテンポケット先
端を破損する原因となることがあります。

 

 
 

 

6】セイルケア：

 
 

 

 
 
　　 

 

 

 
 

7】 トラブルシューティング：

. 

図１１：セイルを巻いた後、パッドを
折り曲げ、タックベルトでセイルとパ
ッドを一緒に巻き、ベルクロで留める。
 

図１２：

マストスリーブから
セイルバッグに入れる。

rigging videos: www.ezzy.com
email: info@ezzy.com

図１３：Chinookタイプのエクステンションの

プーリーへのラインの通し手順
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- シワを寄せることはセイルクロスにダメージを
  与えます。セッティングおよびセッティング解
　体時にシワを寄せるのは避けてください。

- 直射日光はセイルクロスにダメージを与えます。
　セイリングしない時は直射日光を避けて保管し
　てください。

- 突起物、アスファルト等の上でセッティング
　するとセイルクロスにダメージを与えます。

- セイルを巻いた後、ジョイントパッドを折り曲
　げ、タックベルトで一緒に巻き、ベルクロで留
　めてください。（図１１）

- マストスリーブの方からセイルバックに収納し
　てください。（図１２）

- セイルを立てて保管する場合、決してクリュー
　側を下にして保管しないでください。

- 真水で濡れたままのセイルを巻いて保管するこ
　とは避けてください。ビニールウインドウが曇
　る原因になります。完全に乾かして巻いてくだ
　さい。

＞ バックハンドプレッシャーを感じる。

解決方法：
a）よりアウトホールテンションを強くかける。
b）ハーネスラインの位置が前過ぎではないか
　 確認する。

＞ セイルが不安定（セイリング時）

解決方法：
ダウンホールとアウトホールのテンションを
より強くかける。

＞ セイルのパワー不足（セイリング時）

解決方法：
ダウンホールとアウトホールのテンションを
緩める。

＞ セイル手に負担を感じる。

解決方法：
a）アウトホールのテンションを緩める。
b）ハーネスラインの位置が後ろ過ぎないか
　 確認する。


